
① 必修 特別研究  12単位 

② 選択必修 「生態系環境共生特別演習」 

「居住系環境共生特別演習」  のうちから２科目を 

「食健康系環境共生特別演習」 選択必修  ４単位 

計 16単位 

〇博士後期課程 

(1) 環境共生学研究科博士後期課程の標準修業年限は３年とする。博士後期課程に原則として

３年以上在学し、所定の単位を修得すること。（大学院学則第34条第２項参照）

(2) 授業一覧に掲げてある必修科目を含め16単位以上を修得しなければならない。

(3) 上記16単位以上の中には「特別研究」12単位(３年間を通じ）を含むものとする。

(4) 上記(1)～(3)のほか研究指導教員の指導のもとに、博士論文を作成し、提出し、その審査

及び最終試験に合格すること。

研究指導スケジュール 

春季入学者 秋季入学者 

年次 月 月 概要 

１年次 ４月  10月  研究指導教員決定 

研究内容、題目決定 

６月上旬 12月上旬 研究開始 

２年次 

３月 ９月 第１次論文中間発表 

長期履修の学生は学位審査の少なくとも１年前には行うこと 

３年次 

10月 ４月 第２次論文中間発表（学会発表を当てることができる。） 

11月 ５月 学位申請事前審査資料の提出 

受理審査委員会設置 

12月 ６月 受理可否の決定 

学位審査委員会設置 

１月31日 ７月31日 学位論文審査願提出 

２月中旬 ８月中旬 論文発表（口頭試問） 

この間、定期的に研究の進行状況を指導教員に報告し、
研究を遂行する。 

この間、定期的に研究の進行状況を指導教員に報告し、
研究を遂行する。 

学位申請要件を確認し、提出書類を準備する。 
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